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オ
ー
プ
ン
で
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

王
子
公
園
再
整
備
計
画
の
撤
回
は
あ
き
ら
め
な
い

東
灘
、
灘
、
中
央
の
３
地
区
の
憲
法
を
生
か
す
会
が
協
力

し
て
主
催
し
た
講
演
会
＝
８
月
２
日
、
神
戸
市
中
央
区

碑
は
、
小
泉
八
雲
が
神
戸

に
住
ん
で
か
ら
１
０
０
年
に

あ
た
る
１
９
９
４
年
に
、
旧

居
跡
と
さ
れ
る
兵
庫
県
中
央

労
働
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前
に

建
て
ら
れ
た
。

小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
）
は
、
ニ
ュ
ー

オ
ー
リ
ン
ズ
時
代
に
見
た
万

博
や
英
訳
の
『
古
事
記
』
を

通
じ
て
日
本
文
化
に
魅
了
さ

れ
、
１
８
９
０
（
明
治
23
）

年
４
月
に
日
本
の
土
を
踏
ん

だ
。同

年
８
月
に
は
、
松
江
の

尋
常
中
学
校
の
英
語
教
師
に
。

こ
の
あ
と
熊
本
の
第
五
高
等

中
学
、
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
社

勤
務
を
経
て
、
１
８
９
６
年

９
月
か
ら
は
東
京
帝
大
で
英

文
科
の
講
師
と
な
る
。
１
９

０
３
年
に
は
後
任
を
夏
目
漱

石
に
託
し
、
自
ら
は
早
稲
田

（
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
６
）

小
泉
八
雲
旧
居
跡
碑

ひょうご

碑 物語
90

大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
。

こ
の
間
、
１
８
９
６
年
に

は
、
松
江
時
代
に
知
り
合
っ

た
小
泉
セ
ツ
と
結
婚
し
、
日

本
に
帰
化
。
亡
く
な
る
ま
で

の
14
年
間
に
代
表
作
と
さ
れ

る
『
怪
談
』
や
『
知
ら
れ
ぬ

日
本
の
面
影
』
な
ど
約
30
の

著
作
を
遺
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
耳
な
し
芳
一
』『
雪
女
』
な

ど
、
口
承
の
説
話
を
記
録
し

海
外
に
紹
介
し
た
。

碑
の
あ
る
中
央
労
働
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
「
ひ
ょ
う
ご

労
働
図
書
館
」
に
は
、「
小
泉

八
雲
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら

れ
、
神
戸
時
代
に
執
筆
し
た

『
心
』
や
『
佛
の
畑
の
落

穂
』
な
ど
の
著
書
や
関
連
本

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
鍋
島
）

【
メ
モ
】
市
営
地
下
鉄
山
手

線
・
県
庁
前
駅
か
ら
西
へ
徒

歩
５
分
。

神
戸
市
灘
区
の
王
子
公
園

再
整
備
計
画
を
め
ぐ
り
、
行

政
訴
訟
も
起
こ
し
な
が
ら
計

画
の
見
直
し
・
撤
回
を
求
め

て
運
動
を
続
け
て
い
る
「
王

子
公
園
・
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
実
行
委
員
会
（
小
林
る

み
子
代
表
）
は
８
月
10
日
、

今
後
の
活
動
の
進
め
方
に
つ

い
て
議
論
す
る
た
め
、「
夏
の

市
民
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
中
央
区
内
で
開
い
た
。

計
画
を
め
ぐ
っ
て
は
、
市

は
市
民
の
不
安
や
疑
問
に
答

え
る
こ
と
な
く
、
９
月
末
に

は
王
子
ス
タ
ジ
ア
ム
の
土
地

を
関
西
学
院
大
学
に
引
き
渡

そ
う
と
す
る
状
況
に
あ
る
。

市
民
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
こ
の
間
の
活
動

報
告
が
さ
れ
た
の
ち
、
明
石

公
園
の
問
題
に
取
り
組
む
松

本
誠
さ
ん
（
市
民
ま
ち
づ
く

り
研
究
所
所
長
）
か
ら
自
身

の
経
験
も
踏
ま
え
た
問
題
提

金
平
茂
紀
さ
ん

金平茂紀さんが神戸で講演

小泉八雲が神戸に居住して100年にあたる1994年
に旧居跡とされる県中央労働センターの玄関前
に建てられた

会合では明石で市民運動に取り組む松本誠さん
が自らの経験にもとづいて問題提起を行った＝
８月10日、神戸市中央区

 

街
頭
で
の
署

名
行
動
時
に
、

「
何
党
？
」
と

聞
か
れ
た
り
す

る
経
験
は
し
ば

し
ば
だ
。
た
い

て
い
「
共
産
党
か
！
」
と
い

う
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、

署
名
は
ス
ル
ー
さ
れ
る
▼
言

う
ま
で
も
な
い
、
こ
と
し
は

被
爆
と
敗
戦
か
ら
80
年
の
節

目
の
年
。
こ
の
か
ん
の
活
動

の
弱
さ
を
反
省
し
つ
つ
、
久

し
ぶ
り
に
８
月
６
日
と
９
日
、

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
日

に
街
頭
で
、
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を

求
め
る
署
名
行
動
を
行
っ
た
。

せ
っ
か
く
だ
か
ら
少
し
で
も

目
立
つ
よ
う
に
と
思
っ
て
、

年
甲
斐
も
な
く
反
核
平
和
の

火
リ
レ
ー
実
行
委
員
会
が
つ

く
っ
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
着
用
し
て
街
頭
に
立

っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
災
い

し
た
？
▼
行
動
開
始
早
々
、

年
配
の
女
性
が
「
お
宅
ら
、

何
党
？
」
と
き
た
。
「
ま
た

か
！
」。
で
も
、
少
し
彼
女
の

言
に
耳
を
傾
け
る
と
、
な
ん

と
「
参
政
党
か
と
思
っ
た
」

の
だ
と
。
そ
う
い
え
ば
、
参

院
選
時
の
か
の
党
の
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
色

は
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
あ
ら

た
め
て
参
院
選
で
人
び
と
の

間
に
こ
の
排
外
主
義
の
党
が

か
な
り
強
烈
な
印
象
を
残
し

て
い
る
こ
と
に
愕
然
と
す
る

▼
署
名
は
思
う
よ
う
に
集
ま

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

を
ヒ
ロ
シ
マ
の
日
を
知
ら
な

い
若
者
の
せ
い
に
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
▼
参
政
党
な

ど
核
所
有
を
主
張
す
る
国
会

議
員
数
は
２
桁
だ
。
核
廃
絶

に
向
け
今
、
我
々
は
今
か
ら

何
を
な
す
べ
き
か
。

起
が
行
わ
れ
、
活
発
に
質
疑

が
行
わ
れ
た
。

松
本
さ
ん
か
ら
は
主
に
２

つ
の
提
案
が
あ
っ
た
。
第
１

は
、
神
戸
市
の
計
画
案
の
問

題
点
を
も
う
一
度
整
理
し
、

そ
の
問
題
点
を
分
か
り
や
す

く
列
挙
し
て
訴
え
を
広
げ
る

こ
と
。
第
２
は
、
王
子
公
園

問
題
は
10
月
の
市
長
選
で
は

現
市
長
の
重
大
な
失
政
と
し

て
追
及
す
る
価
値
の
あ
る
課

題
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま

た
、
関
学
内
部
へ
の
働
き
か

け
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。

な
お
、
行
政
訴
訟
の
第
６

回
裁
判
は
９
月
18
日
午
後
４

時
か
ら
神
戸
地
裁
で
開
か
れ
、

裁
判
終
了
後
は
県
弁
護
士
会

館
で
報
告
集
会
が
あ
る
。

講
師
の
金
平
茂
紀
さ
ん
は

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
「
報
道
特
集
」
の

キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
、

番
組
を
離
れ
た
現
在
も
報
道

現
場
の
第
一
線
で
活
躍
中
。

講
演
で
は
、
い
ず
れ
も
自

殺
者
ま
で
生
ん
だ
森
友
事
件

や
「
兵
庫
シ
ョ
ッ
ク
」
と
金

平
さ
ん
自
身
が
名
付
け
た
斎

藤
知
事
へ
の
内
部
告
発
問
題

に
言
及
し
な
が
ら
、
兵
庫
の

出
来
事
が
全
国
規
模
に
広
が

る
原
動
力
に
な
っ
た
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
功
罪
」
に
つ
い
て
、
参

院
選
の
結
果
も
ふ
ま
え
て
詳

し
く
語
っ
た
。

以
下
は
、
そ
の
中
か
ら
の

紹
介
。

１
つ
目
は
、
戦
後
史
の
曲

が
り
角
と
い
う
こ
と
。

「
今
日
、
一
番
伝
え
た
い

こ
と
は
、
参
院
選
の
結
果
を

ど
う
考
え
る
か
。
自
・
公
の

与
党
が
大
敗
し
た
の
に
対
し
、

参
政
党
は
す
ご
く
伸
び
て
い

る
。
戦
争
の
反
省
の
上
に
立

っ
て
経
済
活
動
に
邁
進
し
て

き
た
日
本
の
戦
後
政
治
を
否

定
し
、
乱
暴
な
主
張
を
す
る

政
党
に
、
若
い
世
代
や
働
き

盛
り
の
人
た
ち
を
中
心
に
急

速
に
支
持
が
広
が
っ
た
。『
民

主
主
義
の
破
壊
者
を
民
主
主

義
の
手
続
き
で
選
ぶ
』、
こ
ん

な
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
い
の

か
と
思
う
ほ
ど
ひ
ど
い
こ
と

が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
と
て

も
シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事
だ
が
、

今
度
の
選
挙
は
『
戦
後
史
の

曲
が
り
角
』
だ
と
思
う
」。

２
つ
目
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
変
容
に
つ
い
て
。

「
今
回
の
選
挙
で
も
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
威
力
を
発
揮
し
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
特
徴
は
、
①
速
報
性 

②
拡
散
力
、
③
刺
激
の
絶
対

値
（
え
げ
つ
な
さ
）
だ
。『
日

本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
』『
手
取
り

を
増
や
す
夏
』
と
い
う
よ
う

な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
、
選

挙
公
報
も
政
見
放
送
も
見
な

い
人
た
ち
の
心
に
刺
さ
る
。

若
い
人
の
投
票
率
が
伸
び
て

前
回
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
も
押

し
上
げ
た
。
自
分
た
ち
は

『
政
治
に
参
加
し
て
い
る
』

と
思
っ
て
い
る
が
、
実
は
壮

大
な
世
論
の
『
誘
導
』
が
起

き
て
い
る
と
い
う
意
識
な
ど

は
な
い
。『
知
る
』
こ
と
よ
り

『
信
じ
る
』
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
容
を
推
し

進
め
、
情
報
の
流
通
の
仕
方

を
全
く
変
え
て
し
ま
っ
た
」。

３
つ
目
は
、
未
来
像
を
伝

え
る
努
力
に
つ
い
て
。

「
参
政
党
の
党
首
が
街
頭

演
説
で
『
治
安
維
持
法
っ
て

い
い
よ
ね
』
と
言
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
政
党
が
支
持
さ
れ
る

な
ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た

が
、
現
実
を
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
だ
け

右
に
寄
っ
た
国
家
観
を
示
し

て
く
る
動
き
が
危
険
だ
と
思

う
の
な
ら
、
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
ど
う
い
う
社
会
を
残
し

て
い
く
の
か
。
生
活
苦
の
中

で
自
分
の
将
来
に
希
望
を
持

て
な
い
若
い
人
た
ち
に
、
未

来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
伝
え

な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
思
う
。

内
輪
だ
け
で
ま
と
ま
ら
ず
に
、

伝
承
す
る
努
力
を
諦
め
て
は

い
け
な
い
」。

講
演
会
で
は
、
講
演
後
に

兵
庫
県
職
員
（
兵
庫
県
職
労

役
員
）
か
ら
斎
藤
知
事
の
も

と
で
、
い
ま
、
職
場
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

の
報
告
も
あ
っ
た
。

（
憲
法
を
生
か
す
会
・
東

灘　

岡
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
平
茂
紀
さ
ん
を
講
師
に
招
い
た
講
演
会
が
８
月
２
日
、「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
の
使
命

―
森
友
事
件
か
ら
兵
庫
シ
ョ
ッ
ク

―
疑
惑
の
真
相
を

追
っ
て
」
と
題
し
て
神
戸
市
中
央
区
の
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
主
催
し

た
の
は
「
憲
法
を
生
か
す
会
・
東
神
戸
連
絡
会
」
で
、
東
灘
、
灘
、
中
央
の
３
地
区
が

協
力
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。
参
院
選
後
の
間
も
な
い
時
期
の
開
催
だ
っ
た
が
、
兵

庫
県
内
を
は
じ
め
大
阪
や
奈
良
か
ら
も
約
90
人
が
参
加
し
た
。
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県
内
各
地
の
「
憲
法
を
生

か
す
会
」
関
係
の
運
動
団
体

で
つ
く
る
「
憲
法
を
生
か
す

会
・
ひ
ょ
う
ご
ネ
ッ
ト
」
は
、

隔
月
で
運
営
委
員
会
を
開
き
、

各
地
域
の
運
動
の
交
流
や
運

動
企
画
の
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
７
月
31
日
に
第

62
回
運
営
委
員
会
を
神
戸
市

内
で
開
き
、
秋
に
向
け
た
活

動
計
画
な
ど
を
交
流
し
合
っ

た
。

　

各
地
域
で
の
当
面
の
活
動

計
画
と
し
て
、
８
月
２
日
に

東
灘
、
灘
、
中
央
の
東
神
戸

３
地
区
の
連
絡
会
で
主
催
す

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
平

茂
紀
さ
ん
の
講
演
会
、
同
23

日
の
憲
法
あ
し
や
の
会
の
総

会
と
交
流
会
、
同
30
日
の
憲

法
生
か
す
会
・
垂
水
な
ど
が

主
催
す
る
高
校
生
平
和
大
使

を
招
い
た
「
平
和
の
つ
ど
い
」、

10
月
３
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
憲
法
を
生
か
す
北
区
の
会

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

が
主
催
す
る
恒
例
の
写
真
展

（
今
年
は
被
爆
80
年
に
因
ん

だ
「
原
爆
写
真
展
」）
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

　

同
運
営
委
員
会
で
は
、
当

面
す
る
共
闘
関
係
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
相
談
が
行
わ

れ
、
９
月
７
日
の
伊
丹
市
で

の
第
14
回
さ
よ
う
な
ら
原
発

１
０
０
０
人
集
会
は
、
呼
び

か
け
団
体
に
加
わ
っ
て
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
。

さ
ら
に
、
近
畿
で
の
大
き
な

課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ

た
祝
園
（
ほ
う
そ
の
）
分
屯

地
（
京
都
府
精
華
町
、
京
田

辺
市
）
の
弾
薬
庫
拡
張
問
題

（
次
号
で
詳
報
）
へ
の
取
り

組
み
を
確
認
し
、
10
月
19
日

に
予
定
さ
れ
る
祝
園
現
地
で

の
全
関
西
・
全
国
集
会
へ
の

参
加
を
決
め
た
。

米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
80

年
の
今
年
も
８
月
６
日
に
は
広
島
市
で
平
和
記
念
式

典
、
９
日
に
は
長
崎
市
で
平
和
祈
念
式
典
が
開
か
れ
、

両
市
の
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
「
平
和
宣
言
」
を
発
表
。

と
も
に
、
核
兵
器
保
有
論
の
拡
大
や
「
核
戦
争
」
の

危
機
に
懸
念
を
示
し
な
が
ら
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世

界
恒
久
平
和
の
実
現
を
呼
び
か
け
、
日
本
政
府
に
は

日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約
国
と
な
る
こ
と
を

求
め
た
。

一
方
、
石
破
首
相
の
あ
い
さ
つ
は
、
歴
代
首
相
と

同
様
、
核
禁
条
約
に
は
一
言
も
触
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
広
島
市
で
の
平
和
記
念
式
典
で

は
、「
こ
ど
も
代
表
」
に
よ
っ
て
今
年
も
「
平
和
へ
の

誓
い
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

こ
ど
も
代
表
「
平
和
へ
の
誓
い
」
は
、
被
爆
50
年

の
式
典
で
初
め
て
述
べ
ら
れ
て
以
降
継
続
し
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
紙
面
で
も
改
め
て
紹
介
し
た
い
。　

【
編
集
部
】

◇　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

　
　

平
和
へ
の
誓
い

い
つ
か
は
お
と
ず
れ
る
、
被
爆
者
の
い
な
い
世
界
。

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
多
く
の
人
が

事
実
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
あ
の
日
の
こ
と
を
、
思
い

浮
か
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
８
月
６
日　

午
前
８
時

15
分
。

こ
の
広
島
に
人
類
初
の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
一

瞬
に
し
て
当
た
り
前
の
日
常
が
消
え
ま
し
た
。

誰
な
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
皮
膚
が
た
だ
れ
た

人
々
。

涙
と
と
も
に
止
ま
ら
な
い
、
絶
望
の
声
。

一
発
の
原
子
爆
弾
は
、
多
く
の
命
を
奪
い
、
人
々
の

人
生
を
変
え
た
の
で
す
。

被
爆
か
ら
80
年
が
経
つ
今
、

本
当
は
辛
く
て
、
思
い
出
し
た
く
な
い
記
憶
を
伝
え

て
く
だ
さ
る
被
爆
者
の
方
々
か
ら
、
直
接
話
を
聞
く

機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
時
が
流
れ
て
も
、
あ
の
悲
劇
を
風
化
さ
せ

ず
、

記
録
と
し
て
被
爆
者
の
声
を
次
の
世
代
へ
語
り
継
い

で
い
く
使
命
が
、
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。

世
界
で
は
、
今
も
ど
こ
か
で
戦
争
が
起
き
て
い
ま
す
。

大
切
な
人
を
失
い
、
生
き
る
こ
と
に
絶
望
し
て
い
る

人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
事
実
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
平
和
に
つ

い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
。

多
様
性
を
認
め
、
相
手
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
こ
と
。

一
人
一
人
が
相
手
の
考
え
に
寄
り
添
い
、
思
い
や
り

の
心
で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
傷
つ
き
、
悲

し
い
思
い
を
す
る
人
が
い
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
ほ
ん
の
少
し
行
動
す
る

こ
と
が
、

い
ず
れ
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ｏ
ｎ
ｅ　

ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
.

た
と
え
一
つ
の
声
で
も
、
学
ん
だ
事
実
に
思
い
を
込

め
て
伝
え
れ
ば
、
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。

大
人
だ
け
で
な
く
、
こ
ど
も
で
あ
る
私
た
ち
も
平
和

の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
の
日
の
出
来
事
を
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
歴
史
を
、
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
が
、
被
爆
者
の
方
々
の
思
い
を
語
り
継
ぎ
、

一
人
一
人
の
声
を
紡
ぎ
な
が
ら
、
平
和
を
創
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
８
月
６
日

　
　

こ
ど
も
代
表

　
　
　

広
島
市
立
皆
実
小
学
校
６
年　

関
口
千
恵
璃

　
　
　

広
島
市
立
祇
園
小
学
校
６
年　

佐
々
木　

駿

広
島
・
平
和
記
念
式
典
（
８
月
６
日
）
か
ら

 

こ
ど
も
代
表
「
平
和
へ
の
誓
い
」

憲
法
を
生
か
す
会
・
ひ
ょ
う
ご
ネ
ッ
ト
が
運
営
委
員
会

10
・
19
祝
園
現
地
集
会
へ
取
り
組
み

被
爆
80
年
の
夏
―

今
年
も「
原
爆
と
人
間
」絵
画
展

が
さ
き
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）
と

馬
場
敦
子
さ
ん
（
記
録
す
る

会
世
話
人
）
の
２
人
に
よ
っ

て
、
①
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
（
米
国

戦
略
爆
撃
調
査
団
）
に
よ
る

報
告
ビ
デ
オ
の
中
の
神
戸
関

係
か
ら
神
戸
空
襲
の
映
像
を

読
み
解
く
解
説
と
、
②
写
真

で
特
定
の
地
点
を
「
過
去

（
空
襲
前
）
・
空
襲
（
直

後
）・
現
在
」の
３
つ
の
視
点

か
ら
見
比
べ
て
戦
争
を
考
え

る
と
い
う
、「
次
世
代
に
つ
な

ぐ
写
真
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
い
う
報
告
が
行
わ
れ

た
。さ

ら
に
講
演
会
で
は
、
大

戦
中
の
米
軍
の
作
戦
記
録
な

ど
の
研
究
を
も
と
に
工
藤
洋

三
さ
ん
（
空
襲
・
戦
災
を
記

録
す
る
会
事
務
局
長
）
が

「
ア
メ
リ
カ
が
記
録
し
た
神

戸
空
襲
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た
。
講
演
で
は
、
工
藤

神戸大空襲を忘れず次世代につなぎ戦争と平和を
考えるための新しいプロジェクトの取り組みなど
も報告された集会＝８月10日、神戸市兵庫区

広島の高校生が被爆体験者の証言を聞きながら共同
で制作した絵の展示が静かに、強く戦争の悲惨さを訴
えた＝８月11日、神戸市中央区

弾薬庫の８棟増設計画に加えて新たに６棟も追加
されることが明らかになった、学研都市の中心部
にある陸上自衛隊祝園分屯地の入口

さ
ん
は
米
軍
は
空
襲
前
の
か

な
り
早
い
時
期
か
ら
空
襲
目

標
と
な
る
都
市
を
分
類
し
デ

ー
タ
な
ど
を
収
集
し
て
い
た

こ
と
を
解
説
。
都
市
に
制
御

不
能
な
大
火
災
を
発
生
さ
せ

い
を
受
け
継
ぎ
、
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
」、
広
島
市
立
基

町
高
校
の
美
術
部
の
生
徒
が

２
０
０
７
年
か
ら
被
爆
体
験

の
証
言
者
と
の
共
同
制
作
で

「
原
爆
の
絵
」
を
描
き
続
け

て
き
た
。
証
言
者
の
記
憶
に

残
る
被
爆
時
の
光
景
を
高
校

生
が
聞
き
取
り
絵
に
す
る
た

め
に
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
な
が
ら
、
約
１
年
を

か
け
て
当
時
の
惨
状
を
克
明

を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
」

に
、
と
始
め
ら
れ
た
も
の
。

今
年
も
絵
画
が
中
心
の
展

示
で
、
広
島
の
高
校
生
が
描

い
た
「
原
爆
の
絵
」
は
、
写

真
と
は
異
な
る
迫
力
と
重
み

を
も
っ
て
戦
争
の
悲
惨
さ
や

非
人
間
的
な
残
酷
さ
を
伝
え

た
。「
被
爆
者
が
高
齢
化
す
る

な
か
、
被
爆
の
実
相
を
絵
画

と
し
て
後
世
に
残
す
こ
と
、

そ
し
て
、
絵
の
制
作
を
通
し

て
、
高
校
生
が
被
爆
者
の
思

広
島
、
長
崎
の
被
爆
か
ら

80
年
と
い
う
節
目
の
年
の
夏
、

神
戸
市
原
爆
被
害
者
の
会

（
立
川
重
則
会
長
）
は
、「『
原

爆
と
人
間
』
写
真
・
絵
画
展
」

を
８
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で

の
期
間
、
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
南
の

地
下
街
の
デ
ュ
オ
ぎ
ゃ
ら
り

ー
で
開
い
た
。
同
展
は
、
１

９
９
８
年
か
ら
「
戦
争
の
悲

惨
さ
と
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ

を
伝
え
、
人
間
同
士
が
殺
し

合
う
愚
か
さ
と
平
和
の
尊
さ

に
描
き
出
し
た
も
の
だ
。
展

示
さ
れ
た
絵
の
横
に
は
、
描

い
た
高
校
生
と
証
言
者
の
両

者
の
制
作
後
の
感
想
も
添
え

て
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
い
っ

そ
う
見
た
者
の
胸
を
打
つ
。

会
場
前
の
通
路
か
ら
立
ち

寄
っ
た
来
場
者
ら
も
じ
っ
と

絵
に
見
入
っ
て
い
た
。

な
お
、
同
展
は
来
年
か
ら

デ
ュ
オ
ぎ
ゃ
ら
り
ー
の
閉
鎖

に
伴
い
、
会
場
を
元
町
商
店

街
の
な
か
に
あ
る
「
こ
う
べ

ま
ち
づ
く
り
会
館
」（
元
町
通

４
丁
目
）
の
地
下
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
変
更
さ
れ
る
。

る
た
め
の
焼
夷
弾
空
襲
を
計

画
し
、
火
災
保
険
の
等
級
か

ら
燃
え
や
す
い
地
域
の
選
定

と
ラ
ン
ク
付
け
、
爆
撃
中
心

点
（
照
準
点
）
の
設
定
、
空

襲
に
必
要
な
焼
夷
弾
量
の
計

算
を
は
じ
め
、
綿
密
な
計
画

を
立
て
て
い
た
こ
と
や
、
実

際
に
は
計
画
の
６
倍
の
量
の

焼
夷
弾
が
使
わ
れ
た
こ
と
な

ど
も
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

戦後80年

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

次
世
代
に
記
憶
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

神
戸
大
空
襲
を
忘
れ
な
い

終
戦
・
神
戸
大
空
襲
か
ら

80
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る

会
（
岡
村
隆
弘
代
表
）
は

「
神
戸
大
空
襲
を
忘
れ
な
い

戦
後
80
年
、
明
日
へ
つ
な
ぐ

記
憶
」
と
題
す
る
集
会
を
８

月
10
日
、
神
戸
市
兵
庫
区
の

兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開

き
、
ビ
デ
オ
上
映
や
講
演
を

行
っ
た
。

集
会
の
冒
頭
、
岡
村
代
表

は
「
大
空
襲
か
ら
80
年
、
テ

ー
マ
は
何
よ
り
も
記
憶
を
次

世
代
に
ど
う
つ
な
ぐ
か
だ
。

こ
の
80
年
、
戦
争
体
験
者
が

二
度
と
戦
争
を
さ
せ
な
い
と

い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
平

和
を
守
っ
て
く
れ
た
。
80
年

を
機
に
さ
ら
に
強
い
思
い
を

持
っ
て
平
和
を
守
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

続
い
て
西
村
豪
さ
ん
（
尼

崎
市
立
歴
史
博
物
館
・
あ
ま

新社会兵庫671_02.ai



号　外（3）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年

神
戸
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
が
定
期
大
会

ユ
ニ
オ
ン
運
動
の
原
点
ふ
り
返
る

神
戸
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ

ン
の
第
39
回
定
期
大
会
が
８

月
10
日
、
神
戸
市
の
中
央
区

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

大
会
テ
ー
マ
は
、「
寄
り
そ
う
、

伝
え
る
、
備
え
る
、
ユ
ニ
オ

ン
運
動
を
私
が
支
え
る
」

―
。

大
会
冒
頭
、
石
上
敬
三
委

員
長
は
「
今
年
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
30
年
。
震
災

の
な
か
で
ユ
ニ
オ
ン
の
原
点

と
も
い
え
る
、
人
の
身
に
な

っ
て
労
働
相
談
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
を
思
い
起
こ
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

藤
本
浩
神
戸
地
区
労
議
長
、

岡
崎
進
ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
オ
ン

委
員
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の

後
、
木
村
文
貴
子
書
記
長
か

ら
１
年
間
の
活
動
総
括
と
会

計
報
告
、
25
年
度
活
動
方
針

と
予
算
案
の
提
案
に
続
き
、

「
阪
神
・
淡
路
か
ら
30
年
、

当
時
の
活
動
を
振
り
返
る
」

と
し
て
特
別
報
告
が
あ
っ
た
。

解
雇
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

相
談
、
行
政
へ
の
要
請
、
公

的
援
助
法
制
定
を
求
め
る
取

り
組
み
、
被
災
地
メ
ー
デ
ー

の
開
催
な
ど
、
映
像
を
見
な

が
ら
の
報
告
だ
っ
た
。
木
村

書
記
長
は
「
も
し
30
年
前
と

同
じ
こ
と
が
起
き
て
も
、
労

働
相
談
が
取
り
組
め
る
ユ
ニ

オ
ン
と
し
て
つ
な
い
で
い
き

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

災
害
に
関
連
し
て
、
ろ
っ

こ
う
医
療
生
協
分
会
か
ら
災

害
時
に
役
立
つ
応
急
手
当
の

説
明
が
あ
り
、
新
聞
紙
の
ス

リ
ッ
パ
を
参
加
者
全
員
で
作

っ
て
み
た
。

質
疑
討
論
で
は
各
組
合
員
、

分
会
、
支
部
か
ら
の
活
動
報

告
や
新
組
合
員
の
紹
介
が
行

わ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
新
役

員
と
ス
ト
権
批
准
に
つ
い
て

も
投
票
が
行
わ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

大
会
は
最
後
に
、「
私
た
ち

の
友
だ
ち
宣
言
」
を
採
択
し

て
閉
会
し
た
。 

（
Ｋ
・
Ｉ
）

ニ
オ
ン
建
設
を
目
指
し
、
力

強
く
、
し
な
や
か
に
、
明
る

く
、
激
し
く
、
楽
し
い
運
動

を
展
開
し
て
い
く
」
と
し
た

総
会
宣
言
を
採
択
し
、「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
大
会
は
閉

会
し
た
。

大
会
後
は
、
会
場
を
隣
室

に
移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。
懇
親
会
で
は
、
三
線
部

会
に
よ
る
三
線
の
演
奏
や
組

合
員
の
「
１
分
近
況
報
告
」、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
で
大

い
に
楽
し
ん
だ
。 

（
Ｍ
Ｉ
）

は
極
限
状
態
に
あ
る
。
餓
死

を
含
め
て
死
者
は
６
万
１
千

人
を
超
え
、
こ
の
う
ち
の
３

分
の
１
は
子
ど
も
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。

８
月
９
日
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ

Ａ
（
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

救
済
事
業
機
関
）
が
、
ガ
ザ

で
は
急
性
栄
養
失
調
の
子
ど

も
が
３
月
に
比
べ
３
倍
に
な

っ
て
お
り
、「
人
災
に
よ
る
飢

饉
」
と
危
険
な
状
況
を
表
明
。

上
空
か
ら
投
下
し
た
４
ト
ン

の
援
助
物
資
が
子
ど
も
に
直

撃
し
、
命
を
落
と
し
た
と
い

う
報
道
も
続
い
た
。

こ
う
し
た
深
刻
な
状
況
下
、

毎
月
２
回
、
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
前

で
ガ
ザ
の
即
時
停
戦
を
求
め

■
垂
水　

平
和
の
つ
ど
い

「
な
く
そ
う
核
兵
器
〜
高
校

生
が
平
和
へ
の
思
い
を
語
る

〜
」

◎
日
時
＝
８
月
30
日
（
土
）

14
時
〜
16
時
◎
場
所
＝
垂
水

区
文
化
セ
ン
タ
ー
（
レ
バ
ン

テ
）
３
階
美
術
室
◎
内
容
＝

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
（〝
入
市
被
爆

者
〞
故
古
石
忠
臣
さ
ん
の
語

る
原
爆
紙
芝
居
）
②
高
校
生

平
和
大
使
３
人
の
活
動
報
告

◎
資
料
代
５
０
０
円
◎
主
催

＝
憲
法
を
生
か
す
会
・
垂
水
、

神
戸
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン

た
る
み
支
部
、
あ
け
び
の
会

／
連
絡
先
０
９
０
・
３
９
７

６
・
６
６
０
５
（
門
永
）

■
第
14
回
さ
よ
う
な
ら
原
発

１
０
０
０
人
集
会
「
原
発
vs

食
・
農
・
平
和
〜
社
会
の
し

く
み
を
変
え
る
た
め
に
〜
」

◎
日
時
＝
９
月
７
日
（
日
）

14
時
（
開
場
13
時
30
分
）
◎

場
所
＝
い
た
み
ホ
ー
ル
・
大

ホ
ー
ル
（
阪
急
伊
丹
駅
北
へ

３
分
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
西
へ
８

分
）
◎
内
容
＝
対
談　

青
木

理
さ
ん
・
藤
原
辰
史
さ
ん
／

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

西
谷

文
和
さ
ん
、
そ
の
他
◎
前
売

り
８
０
０
円
、
当
日
１
０
０

０
円
（
35
歳
以
下
・
介
助
者

は
無
料
、
障
が
い
者
・
避
難

者
は
半
額
）
◎
主
催
＝
第
14

回
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０

０
人
集
会
実
行
委
員
会
／
連

絡
先
０
９
０
・
５
０
４
０
・

１
１
１
８
（
な
ん
ば
）

■
フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
学

習
会
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
を
や
め
ろ　

パ
レ

ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
の
即

時
停
戦
を
」

◎
日
時
＝
９
月
９
日
（
火
）

18
時
◎
場
所
＝
神
戸
市
教
育

会
館
６
階
大
ホ
ー
ル
◎
講
師

＝
岡
真
理
さ
ん
（
早
稲
田
大

学
文
学
学
術
院
教
授
、
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
◎
資
料
代

５
０
０
円
◎
主
催
＝
フ
ォ
ー

ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境
・

ひ
ょ
う
ご
／
連
絡
先
０
７

８
・
２
２
２
・
４
７
４
７

（
担
当
・
西
岡
）

て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を

続
け
て
い
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
和
・
人
権
・
環
境
・
ひ
ょ

う
ご
」
は
８
月
12
日
の
夕
方

も
抗
議
行
動
を
行
い
、
ガ
ザ

の
実
態
を
市
民
に
訴
え
、
即

時
停
戦
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル

を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
戦
後
80
年
の
節

目
で
も
あ
り
、
被
団
協
が
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、

高
校
生
平
和
大
使
の
活
動
も

拡
が
っ
て
い
る
今
日
、
日
本

政
府
は
平
和
憲
法
を
し
っ
か

り
活
か
し
、
地
球
上
で
の
す

べ
て
の
争
い
ご
と
を
無
く
す

た
め
に
行
動
す
べ
き
だ
と
呼

び
か
け
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
９
月
９

日
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に

詳
し
い
早
稲
田
大
学
教
授
の

岡
真
理
さ
ん
を
招
い
て
神
戸

市
教
育
会
館
で
講
演
会
を
開

催
す
る
。　
　
　

 

（
加
納
）

年
は
、
昨
年
の
県
知
事
選
、

組
合
員
の
一
ノ
瀬
さ
ん
が
残

念
な
が
ら
破
れ
た
尼
崎
市
議

選
、
自
民
が
惨
敗
し
た
参
院

選
な
ど
、
選
挙
の
話
題
が
絶

え
な
い
１
年
だ
っ
た
。
参
院

選
で
新
興
右
翼
政
党
が
勢
力

を
拡
大
し
た
な
か
、
平
和
憲

法
を
守
り
抜
き
、
戦
争
は
絶

対
に
起
こ
さ
せ
な
い
力
を
強

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
、
来
賓
あ
い
さ

つ
と
し
て
、
尼
崎
地
区
労
の

酒
井
浩
二
議
長
、
ひ
ょ
う
ご

ユ
ニ
オ
ン
の
岡
崎
進
委
員
長

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
（
飯
田

政
志
委
員
長
）
は
７
月
27
日
、

尼
崎
市
内
で
第
38
回
定
期
大

会
を
開
い
た
。

飯
田
委
員
長
は
、「
こ
の
１

大会の中で被害時に備えて新聞紙でスリッパを
つくる方法も学んだ＝８月10日、神戸市中央区

毎月第２、第４火曜日にＪＲ元町駅前でずっと続
けられているアピール行動＝８月12日

大会終了後は会場を移して懇親会を開き交流を
さらに深めた＝７月27日、尼崎市

労
働
組
合
が
政
治
闘
争
を

闘
え
な
く
さ
れ
て
久
し
い
が
、

但
馬
ユ
ニ
オ
ン
は
今
回
の
参

院
選
を
、『
比
例
区
＝
か
い
正

康
、
選
挙
区
＝
き
し
文
男
』

を
推
薦
し
、
そ
の
勝
利
に
向

け
て
新
社
会
党
但
馬
支
部
と

一
緒
に
な
っ
て
戦
っ
て
き
た
。

組
合
員
に
訴
え
た
た
た
か

い
の
意
義
は
、
①
生
活
や
労

働
実
態
の
悪
化
と
軍
事
大
国

化
を
進
め
る
自
公
政
治
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
、
②
仲

間
と
一
緒
に
行
動
す
る
中
で
、

私
た
ち
の
労
働
者
運
動
を
理

解
し
て
も
ら
い
組
織
し
て
い

く
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
ち

な
み
に
私
は
、
巷
で
い
わ
れ

る
社
民
党
の
政
党
要
件
２
％

確
保
は
〝
目
標
〞
で
は
な
く
、

２
％
は
〝
た
た
か
い
の
結
果
〞

だ
と
思
う
。

公
示
前
に
は
４
５
０
０
枚

の
チ
ラ
シ
を
１
人
が
50
枚
〜

１
千
枚
受
け
持
ち
、
豊
岡
市

を
中
心
に
６
月
８
日
を
統
一

行
動
日
と
し
て
配
布
。
各
地

域
で
の
行
動
に
は
延
べ
24
人

が
参
加
し
た
。
当
初
の
予
定

か
ら
１
人
、
２
人
と
話
を
し

て
増
や
し
て
き
た
。

公
営
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

貼
付
行
動
は
、
但
馬
地
域
１

７
３
１
ヶ
所
を
、
但
馬
選
対

が
６
０
４
ヶ
所
を
１
日
〜
５

日
間
で
延
べ
20
人
で
貼
付
。

外
部
の
応
援
と
し
て
党
鳥
取

県
本
部
が
２
１
４
カ
所
、
党

神
崎
支
部
の
大
野
さ
ん
が
57

カ
所
（
＋
α
）
を
や
っ
て
く

れ
て
、
合
計
で
約
９
０
０
ヶ

所
（
全
体
の
約
52
％
）
を
貼

っ
た
。
但
馬
選
対
の
貼
付
の

た
め
の
総
行
動
距
離
は
１
４

９
２
キ
ロ
に
な
っ
た
。

自
営
業
の
Ａ
さ
ん
は
、
公

示
日
に
豊
岡
南
地
区
を
２
人

１
組
で
貼
り
終
わ
っ
た
後
も
、

１
人
で
城
崎
、
港
地
区
を
貼

付
し
、
帰
宅
し
た
の
が
午
後

６
時
半
。
な
か
に
は
、
５
日

間
も
午
前
９
時
か
ら
夕
方
ま

で
行
動
に
参
加
し
て
く
れ
た

組
合
員
も
い
た
り
、
神
戸
や

舞
鶴
在
住
の
組
合
員
も
参
加

し
て
く
れ
た
。「
但
馬
と
し
て

は
よ
く
頑
張
っ
た
」
と
い
う

声
と
同
時
に
、「
も
う
１
日
皆

が
頑
張
れ
ば
但
馬
選
対
と
し

て
１
０
０
０
ヶ
所
も
可
能
だ

っ
た
ん
で
は
」
と
い
う
感
想

も
あ
っ
た
。
チ
ラ
シ
配
布
を

２
回
、
ポ
ス
タ
ー
貼
付
も
２

日
間
頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
Ｂ

さ
ん
か
ら
は
「
し
ん
ど
く
な

か
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
き
、

ほ
っ
と
一
安
心
し
た
こ
と
も
。

こ
こ
ま
で
の
行
動
を
組
織

と
し
て
や
れ
た
要
因
の
一
つ

は
、
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
か
ら

15
年
が
経
つ
が
、
毎
月
１
回
、

不
十
分
で
も
定
例
会
議
（
執

行
委
員
会
）
を
継
続
し
て

「
学
習
と
意
見
交
換
」
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
だ
。
ま

た
、
月
１
回
は
但
馬
地
区
内

の
組
合
員
宅
を
訪
問
し
て
き

た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
１
票
、
１
票
を

獲
得
す
る
活
動
が
大
変
弱
か

っ
た
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か

に
な
り
、
反
省
す
べ
き
課
題

と
な
っ
た
。

岡
田
一
雄
（
但
馬
ユ
ニ
オ

ン
書
記
長
）

あちこち
あれこれ

あちこち
あれこれ

地域ユニ
オン

あちこち
あれこれ

○457

但
馬
ユ
ニ
オ
ン
の
参
院
選
闘
争

を
は
じ
め
、
兵
庫
県
パ
ー
ト

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
県
内
の

各
地
域
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
か
ら

多
く
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
分
会
や

組
合
員
か
ら
活
発
な
報
告
が

相
次
ぎ
、
会
社
の
不
正
を
正

そ
う
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
組

合
員
か
ら
は
「
取
れ
る
も
の

は
取
る
。
諦
め
た
ら
終
わ
り
。

諦
め
ず
に
や
る
」
と
力
強
い

決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ

れ
た
あ
と
、「
３
０
０
人
の
ユ

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ

地
区
へ
の
軍
事
作
戦
は
拡
大

の
一
途
で
、
深
刻
な
食
糧
不

足
と
合
わ
せ
て
、
人
道
危
機

300人のユニオン建設を
武庫川ユニオンが定期大会

ガザの即時停戦アピール
6万人を超えたガザの犠牲者

フォーラム平和・人権・環境・ひょうご

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

新社会兵庫671_03.ai

23121801スガ→121901スガ→121903スガ→
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と
も
そ
の
一
例
だ
。
無
所
属

の
女
性
市
議
が
ク
ル
ド
人
差

別
を
批
判
す
る
投
稿
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
本
人
へ
の
殺
害

予
告
や
市
役
所
へ
の
爆
破
予

告
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

に
対
し
て
、
鶴
ヶ
島
市
議
会

は
、
業
務
に
支
障
が
出
る
と

い
う
理
由
で
、
何
と
女
性
市

議
に
対
し
て
肩
書
を
使
っ
た

発
信
の
自
粛
を
求
め
る
決
議

を
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

物
差
し
が
狂
っ
て
い
る
。
市

議
会
が
真
っ
先
に
行
う
べ
き

は
、
卑
劣
な
犯
罪
行
為
に
対

す
る
毅
然
と
し
た
抗
議
で
は

な
い
か
。

思
う
と
こ
ろ
を
書
き
す
ぎ

て
、
肝
心
の
映
画
評
が
短
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お

詫
び
し
ま
す
。　

 

　

（
Ｗ
）

監
督
＝
丈
／
日
本
／
２
０

２
５
年
／
１
１
７
分

太
平
洋
戦
争
末
期
の
世
間
の
狂
気

ハ
オ
ト

山川菊枝に学ぶ学習会

も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
と

同
時
に
、
社
会
主
義
者
や
活

動
家
ら
が
弾
圧
さ
れ
殺
さ
れ

た
治
安
維
持
法
の
時
代
に
、

こ
ん
な
に
明
快
に
権
力
や
封

建
的
な
社
会
構
造
を
批
判
し
、

現
代
よ
り
も
よ
っ
ぽ
ど
先
進

的
な
主
張
を
し
て
い
た
こ
と

に
、
一
同
毎
回
圧
倒
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
だ
、
ズ
バ
っ
と
言
い
切

る
山
川
さ
ん
の
主
張
に
、
毎

回
、
順
番
で
担
当
す
る
レ
ポ

村
稔
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て
お

り
、
初
回
に
は
、
山
川
さ
ん

の
文
筆
活
動
や
交
友
関
係
、

年
譜
を
紹
介
し
な
が
ら
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ

て
、
本
著
を
取
り
組
む
動
機

付
け
を
ぐ
っ
と
高
め
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
ま
じ
め
な
質
問
は

も
ち
ろ
ん
、
山
川
菊
栄
さ
ん

や
同
時
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
・
伊
藤
野
枝
さ
ん
の
当
時

の
ス
タ
ー
性
、
夫
・
山
川
均

さ
ん
と
の
関
係
性
な
ど
、
ミ

ー
ハ
ー
的
な
質
問
に
も
都
度

答
え
て
い
た
だ
き
、
歴
史
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
、
大
変
豪

華
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
、
山
川
さ
ん
は

一
貫
し
て
、「
女
工
」
や
「
娼

妓
」
な
ど
無
産
階
級
の
女
性

や
、
被
征
服
民
族
や
被
差
別

な
ど
の
弱
い
立
場
に
お
か
れ

て
い
る
人
々
と
連
帯
し
人
権

回
復
と
平
和
な
社
会
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
。
反
封
建
主

義
・
反
資
本
主
義
を
掲
げ
る

無
産
政
党
が
、
社
会
の
中
で

被
圧
迫
者
の
集
団
を
形
成
し

て
い
る
す
べ
て
の
女
性
に
共

通
の
「
特
殊
要
求
」
を
代
表

し
て
い
く
こ
と
は
当
然
の
任

務
で
あ
り
、
女
性
の
解
放
が

結
局
は
男
性
労
働
者
を
含
む

全
無
産
階
級
の
勝
利
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
喝
破
し
て
い

る
こ
と
。
男
性
支
配
を
打
ち

破
る
べ
く
女
性
自
ら
の
主
体

の
変
革
・
自
立
も
唱
え
る
、

山
川
菊
栄
さ
ん
の
言
葉
ひ
と

つ
ひ
と
つ
が
心
に
響
き
、
が

っ
く
り
と
し
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
こ
と
が
多
い
世
の
中

で
す
が
、
私
は
元
気
と
力
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

も
っ
と
知
り
た
い
と
今
日
も

学
習
会
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

　

（
岡
崎
彩
子
）

ー
タ
ー
の
受
け
止
め
方
も

様
々
で
、
共
感
し
た
り
、「
自

分
に
は
厳
し
す
ぎ
る
」
と
硬

直
し
て
み
る
人
も
い
た
り
、

自
分
や
家
族
の
話
な
ど
も
た

く
さ
ん
出
て
き
て
、
議
論
が

活
発
な
の
が
本
学
習
会
の
特

徴
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
学
習
会
に
は
、

実
際
に
山
川
菊
栄
さ
ん
と
直

接
話
し
を
し
た
こ
と
も
あ
る
、

社
会
主
義
運
動
の
歴
史
の
生

き
字
引
的
な
存
在
で
あ
る
今

今
年
は
戦
後
80
年
の
年
。

戦
後
50
年
は
村
山
談
話
、
60

年
は
小
泉
談
話
、
70
年
は
安

倍
談
話
と
10
年
ご
と
の
節
目

に
首
相
は
閣
議
決
定
さ
れ
た

談
話
を
内
外
に
発
表
し
て
き

た
。
そ
れ
は
、
先
の
戦
争
へ

の
反
省
と
と
も
に
出
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。
80
年
の
節
目

の
今
年
、
石
破
首
相
は
自
民

党
保
守
派
か
ら
の
批
判
を
受

け
て
談
話
の
閣
議
決
定
は
し

な
い
方
針
だ
。
代
わ
り
に
個

人
的
見
解
を
発
表
す
る
意
向

だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
保

守
派
は
批
判
的
だ
。
戦
争
の

反
省
は
も
う
い
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で
武
力

に
よ
る
悲
惨
な
被
害
が
現
実

と
な
っ
て
い
る
今
、
日
本
が

戦
争
を
し
な
い
こ
と
を
憲
法

に
謳
い
、
被
爆
国
と
し
て
核

兵
器
廃
絶
を
願
っ
て
や
ま
な

い
こ
と
を
、
世
界
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
し
て
今
年

の
８
月
15
日
を
捉
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

戦
争
関
連
の
テ
レ
ビ
番
組

や
映
画
が
例
年
に
な
く
今
年

は
多
い
と
感
じ
る
。
戦
後
80

年
と
い
う
節
目
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
戦
争
へ
の
危
機
感
の

表
れ
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
中
か
ら
こ
の
「
ハ
オ

ト
」
を
選
ん
だ
。
も
と
も
と

舞
台
劇
だ
っ
た
が
、
作
・
演

出
を
担
当
し
た
丈
（
実
は
石

ノ
森
章
太
郎
の
息
子
）
が
そ

れ
を
自
ら
映
画
化
し
た
も
の

だ
。映

画
の
舞
台
は
、
小
学
校

を
借
り
て
特
異
な
患
者
が
集

め
ら
れ
、
表
向
き
に
は
精
神

病
院
と
称
さ
れ
て
い
た
特
殊

機
密
施
設
。
患
者
は
、
弟
・

正
和
（
石
田
隼
）
が
原
因
で

突
然
軍
を
辞
め
、
戦
争
や
軍

を
批
判
し
精
神
病
扱
い
を
さ

れ
た
元
エ
リ
ー
ト
海
軍
兵
の

水
越
（
原
田
龍
二
）、
原
子
爆

弾
開
発
間
近
に
解
離
性
同
一

障
害
（
多
重
人
格
）
と
な
っ

た
荒
俣
博
士
（
片
岡
鶴
太
郎
）、

虚
言
症
と
診
断
さ
れ
た
が
戦

況
を
語
る
そ
の
虚
言
が
全
て

事
実
と
な
る
「
閣
下
」（
三
浦

浩
一
）、
伝
書
鳩
を
飛
ば
し
未

来
の
男
性
と
交
信
し
て
い
る

と
い
う
藍
（
村
山
彩
希
）
な

ど
、
現
実
に
は
あ
り
え
な
い

不
思
議
な
「
患
者
」た
ち
だ
。

精
神
を
病
ん
だ
病
院
内
と

戦
争
を
し
て
い
る
外
の
世
界

と
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
戦

争
を
す
る
人
間
の
狂
気
を
訴

え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
が
舞
台
劇
な
の
で
、

作
品
と
し
て
は
こ
じ
ん
ま
り

と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
て
、

見
て
い
て
少
々
物
足
り
な
さ

が
残
っ
た
。
し
か
し
、
人
を

殺
す
こ
と
が
戦
争
で
は
当
た

り
前
に
な
る
こ
と
や
、
施
設

の
内
と
外
と
一
体
ど
ち
ら
が

狂
っ
て
い
る
の
か
と
問
う
場

面
な
ど
、
監
督
の
戦
争
へ
の

思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
く
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

と
き
お
り
く
す
っ
と
笑
い

を
誘
う
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
り
、

伝
書
鳩
が
も
た
ら
す
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
い

た
り
と
、
工
夫
さ
れ
た
脚
本

だ
っ
た
。

戦
争
へ
の
道
が
開
か
れ
る

と
き
は
、
世
の
中
が
次
第
に

狂
っ
て
く
る
。
物
事
を
判
断

す
る
物
差
し
が
歪
ん
で
し
ま

う
の
だ
と
思
う
。
先
日
、
埼

玉
県
鶴
ヶ
島
市
で
起
き
た
こ

い
ま
毎
月
１
回
、『
山
川
菊

栄
評
論
集
』（
鈴
木
裕
子
編
／

岩
波
文
庫
）
を
テ
キ
ス
ト
に

学
習
会
を
し
て
い
て
、
そ
れ

が
と
て
も
面
白
い
で
す
。
正

確
に
は
、
灘
区
の
地
で
社
会

主
義
理
論
研
究
を
長
年
続
け

て
き
た
諸
先
輩
方
（
ほ
と
ん

ど
が
男
性
）
が
主
催
す
る
定

例
学
習
会
で
す
が
、
党
の
青

年
や
周
辺
の
仲
間
な
ど
に
も

積
極
的
に
声
掛
け
を
さ
れ
、

５
年
ほ
ど
前
か
ら
飛
び
入
り

で
参
加
し
た
私
に
と
っ
て
も

あ
り
が
た
い
学
習
と
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
キ

ス
ト
に
よ
っ
て
参
加
者
の
入

れ
替
わ
り
は
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
学
習
会
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
40
代

女
性
３
人
を
含
む
青
年
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

本
著
に
は
、
山
川
菊
栄
さ

ん
の
廃
娼
論
争
や
母
性
保
護

論
争
、
労
働
組
合
婦
人
部
論

争
な
ど
の
主
な
論
争
、
女
性

の
地
位
や
日
本
社
会
な
ど
に

対
す
る
評
論
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
編
が
「
私
有
財

産
制
度
を
基
に
し
た
資
本
主

義
社
会
と
同
時
に
、
男
性
に

よ
る
女
性
支
配
が
階
級
社
会

を
支
え
て
い
る
」
と
い
う
山

川
菊
栄
さ
ん
の
問
題
意
識
で

貫
か
れ
て
お
り
、
論
争
相
手

が
誰
で
あ
ろ
う
と
常
に
切
れ

味
鋭
く
、
冷
静
で
論
理
明
晰

で
す
。
ま
た
、
山
川
菊
栄
さ

ん
が
取
り
上
げ
て
い
る
軍
国

主
義
・
帝
国
主
義
時
代
の
社

会
の
諸
課
題
と
、
現
代
社
会

の
諸
課
題
が
本
質
的
に
は
何

『
神
戸
大
空
襲
を
忘
れ
な
い
　
戦
後
80
年
、明
日
へ
つ
な
ぐ
記
憶
』

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会・編
／
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
／
２
２
０
０
円
＋
税

以
前
か
ら
考
え
て
い
た
戦
後
80
年
を
記
録
す
る
本

が
よ
う
や
く
出
版
で
き
ま
し
た
。

高
齢
化
し
お
話
し
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
神
戸
空

襲
体
験
者
の
記
録
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
が
か
ね

て
か
ら
強
く
あ
り
ま
し
た
。
１
９
７
１
年
の
よ
う
に

公
募
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
選
考
委
員
会
な

ど
考
え
る
余
裕
が
な
く
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
平
和
教

育
で
学
校
に
一
緒
に
行
っ
て
体
験
を
話
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
は
、
お
話
の
内
容
が
わ
か
り
、
ご
本

人
が
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
ご
家
族
に
も
そ
れ
を

も
と
に
確
認
で
き
ま
す
。
た
だ
、
昨
年
８
月
時
点
で

文
章
の
記
録
が
あ
る
方
に
絞
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

も
う
一
つ
の
思
い
は
、「
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る

会
」
の
体
験
集
の
中
に
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
神
戸

の
戦
争
孤
児
の
方
々
の
記
録
を
残
す
こ
と
で
し
た
。

「
神
戸
の
戦
争
孤
児
の
記
録
を
残
す
会
」
を
立
ち
上

げ
、
聞
き
取
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
白
井
勝
彦
さ
ん

の
存
在
が
大
変
大
き
い
も
の
で
し
た
。
空
襲
体
験
を

話
し
た
く
な
い
、
と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
戦
争
孤
児
の
方
々
は
戦
後
の
苦
し
い
生
活

に
つ
い
て
口
を
閉
ざ
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
竹
内
早

希
子
さ
ん
が
『
い
の
ち
の
歌　

ぼ
く
は
路
上
に
生
き

た
10
歳
の
戦
争
孤
児
』
と
い
う
本
に
ま
と
め
ら
れ
た

中
の
神
戸
の
戦
争
孤
児
で
、
東
京
・
上
野
で
生
き
た

山
田
清
一
郎
さ
ん
は
、
二
度
と
神
戸
に
は
行
き
た
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
11
月
29
日
に
は

田
辺
眞
人
さ
ん
の
ご
尽
力
で
講
演
会
を
神
戸
市
教
育

会
館
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
藤
博
一
さ
ん
は
学
校

で
空
襲
の
お
話
を
し
て
も
、
戦
争
孤
児
の
お
話
は
な

さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会
」

の
73
年
の
体
験
集
に
文
章
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
湯
本
良
子
さ
ん
は
、
す
さ
ま
じ
い
空
襲
体
験
は
語

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
苦
し
さ
を
語
ら
れ
て

お
ら
ず
、
想
像
力
が
足
り
な
い
私
は
、
親
族
に
助
け

ら
れ
た
体
験
者
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

『
神
戸
大
空
襲
―
戦
後
60
年
か
ら
明
日
へ
―
』
と

い
う
本
が
２
０
０
５
年
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
内
橋
克
人
さ
ん
の
講
演
、
小
山
仁
示
さ
ん
や
室
崎

益
輝
さ
ん
に
よ
る
「
空
襲
と
震
災
」
、
米
軍
資
料
か

ら
見
た
神
戸
空
襲
、
朝
鮮
人
・
中
国
人
・
連
合
国
軍

捕
虜
の
人
々
の
空
襲
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

仏
画
作
家
豊
田
和
子
さ
ん
の
空
襲
絵
巻
や
戦
災
地
図

も
載
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
も
、
戦
後
60
年
か
ら
の
20
年
間
に
「
神
戸
空

襲
を
記
録
す
る
会
」
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
ま

と
め
て
お
き
た
い
、
と
考
え
ま
し
た
。
地
上
の
空
襲

体
験
に
対
し
、
米
軍
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
、

神
戸
に
４
発
も
落
と
さ
れ
た
原
爆
模
擬
爆
弾
の
事
も

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
て
い
る
資
料
を

ど
う
整
理
し
、
活
か
し
て
い
く
の
か
も
、
私
た
ち
の

課
題
で
す
。

ま
た
、
何
よ
り
よ
う
や
く
２
０
１
１
年
か
ら
神
戸

市
と
共
に
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
空
襲
犠
牲
者
の
お

名
前
と
、
そ
の
お
名
前
を
刻
ん
だ
「
神
戸
空
襲
を
忘

れ
な
い　

い
の
ち
と
平
和
の
碑
」
建
立
の
経
緯
と
意

義
は
記
録
に
残
し
た
い
。
こ
れ
は
、
前
代
表
の
中
田

政
子
さ
ん
の
願
い
が
か
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

今
春
取
材
に
来
ら
れ
た
『
秋
田
魁
新
報
』
記
者
に

よ
る
と
、
神
戸
市
を
参
考
に
秋
田
市
も
空
襲
犠
牲
者

の
お
名
前
を
掌
握
し
た
い
と
動
き
始
め
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
８
千
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
神
戸
空
襲

犠
牲
者
の
う
ち
、
ま
だ
２
２
６
７
人
し
か
刻
銘
さ
れ

て
い
な
い
の
で
す
。
お
一
人
お
一
人
の
生
き
た
証
を

残
し
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
碑
の
意
義
も
残
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

来
年
は
第
８
回
刻
銘
追
加
式
で
す
。
お
一
人
お
一

人
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
お
名
前
を
読
み
上
げ
る
取

り
組
み
も
今
考
え
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ

で
の
「
命
」
が
、「
人
と
し
て
生
き
る
権
利
」
人
権

が
守
ら
れ
な
い
戦
争
の
実
相
を
見
せ
つ
け
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
の
教
訓
、
侵
略
戦
争
を
許
さ
な

い
、
国
際
連
合
や
国
際
法
の
理
念
な
ど
が
破
ら
れ
よ

う
と
し
、
ア
ジ
ア
へ
の
加
害
の
戦
争
の
歴
史
も
忘
れ

た
か
の
よ
う
な
日
本
も
、
世
界
も
新
た
な
「
戦
争

の
準
備
」
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
今
、
ぜ

ひ
被
爆
体
験
を
忘
れ
ず
、
神
戸
大
空
襲
を
忘
れ
ず
、

「
戦
後
」
を
続
け
、
平
和
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、

若
い
仲
間
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
の
で
す
。

（
小
城
智
子
）

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会
の
新
刊
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